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総合計画とは

1 計画策定の趣旨
　平成19年度以降、“心地よく健やかに暮らせるために みんなでつくる鳴沢村”を将来像として村
づくりを進めてきました。平成18年度に策定された「第4次長期総合計画」が平成28年度末をもっ
て計画期間が終了することを受け、平成38年度までの「第5次長期総合計画」を策定しました。
　本計画は、村の目指す将来像と将来の目標を明らかにし、これらを実現するための基本的な施策
の大綱を示すものであり、今後の事業を実施していくための概念や理念、計画や事業全体のガイドラ
インを指すものです。

　長期的展望に立ちながら、「鳴沢村の将来像」を描き、その姿を実現するため6つの「むらづくり
の目標」と、目標を実現していくために必要な43の「基本方向」を示します。
　基本構想の計画期間は、平成29年度から平成38年度までの10年間とします。

2 計画の構成と計画期間

⑴ 基本構想

　基本構想で描いた“鳴沢村の将来像”や“むらづくりの目標”、“基本方向”を受けて、それらを実
現していくために必要な「計画目標」や「主な施策」等を示します。
　基本計画の計画期間は、平成29年度から平成33年度までの5年間とし、社会経済情勢などの状
況によって、５年ごとに見直しを図ります。

⑵ 基本計画

　基本計画を実現するための具体的な事業について定めるもので、毎年度の予算編成の基礎となる
ものです。
　実施計画の計画期間は、平成29年度から3年ごととし、毎年ローリング（事業の実績及び計画策
定後の経済、社会、その他の情勢の変化に応じて修正、補正）を行います。

⑶ 実施計画

　本計画は、「基本構想」とこれに基づく「基本計画」
および「実施計画」で構成されます。
　10年間の村づくりの方針を示す「基本構想」を
受けて、5年間の行政計画を示す「基本計画」、
3年間の具体的施策を示す「実施計画」の3つ
を合わせて総合計画といいます。 施策の方向性

事　業

未来像

基本構想

基本計画

実施計画
長期基本計画に掲げた施策を進めて
いくための3年間の具体的な事業の
実務内容及び計画

基本構想に掲げる未来像を実現する
ために必要な5年間の各分野におけ
る施策の方向性

今後10年を見据え、鳴沢村が目指す
村の姿を体系的に表したもの
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鳴沢村のすがた

村の概況
　鳴沢村は、富士山頂から大沢沿いに静岡県富
士宮市と接する山梨県の南端に位置した県境の村
で、村域は東西8㎞、南北14.5㎞と南北に長く、
面積は89.56㎢です。
　年平均気温は11.7℃、年間降水量は1,464.5
㎜で、主として夏期に集中する多雨冷涼型ですが、
冬期の降雪量は比較的少ない土地柄です。
　交通面では、首都圏から100km圏内にあり、
新宿へは中央自動車道を利用すると約1時間30
分、東海道の富士市、沼津市までは約1時間強
の距離にあります。

人口・世帯数
　鳴沢村の人口、総世帯数は年々増加し
ていますが、高齢者のみのひとり暮らし世
帯も増加傾向となっており、高齢化に伴い、
今後ますますその割合は増えるものと予想
されます。
　人口構造の変化に伴い、一般的に「働
き手」とされる世代の生産年齢人口の減
少は税収が減るとともに、医療・年金等
の社会保障分野の増加予想されます。

将来展望人口
　国立社会保障・人口問題研究所
推計による平成72年の総人口は
1,994人と2,000人以下となる推
計がされています。
　本村では、子育て環境を整えると
ともに、魅力的な居住環境や仕事を
確保し続け、Uターン・Iターンの
促進政策等による転入促進や、村
の利便性や居住性の改善による転
出抑制を図り、2060年に2,500人
以上の人口維持を目指しています。

鳴沢村

■ 人口の推移

■ 将来展望人口
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鳴沢村での暮らしに対する評価 《住民アンケート調査（平成27年11月実施）より》
　鳴沢村を“住みよい”と感じている人（住み
よい、どちらかといえば住みよいと回答した方
の割合）が約７割と、大半の人が村での生活
のしやすさ・住みやすさを感じています。その
理由としては自然環境の良さが大きく、また、
子育て世代を含む若年層の回答では子育て環
境が整っていることを挙げている人も多くなっ
ています。
　今後の居住についても、継続して鳴沢村で
の居住を希望する人が半数を超え、特に50歳
以上では8割を超えています。

鳴沢村の将来像 《住民アンケート調査（平成27年11月実施）より》
　10年後の鳴沢村の将来像（村づくり
の目標）としては、「自然豊かな、美し
い景観・環境の村」が最も高く、次い
で若年層では「安心して子どもを育て
られる村」、高齢層では「高齢者・障害
者が安心して暮らせる村」が高くなって
います。
　また、どちらの年代においても「災
害に強く、安全な村」も高い割合となっ
ており、自然環境を守り、防災対策を
推進した安全な村で、子どもや子育て
世代から高齢者までが安心して暮らせ
る村が望まれています。

■ 鳴沢村の住みやすさ

■ 住みやすさの理由

■ 10年後の鳴沢村の将来像（村づくりの目標）

■ 鳴沢村での今後の居住意向
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災害に強く、安全な村

高齢者・障害者が安心して暮らせる村

人権が守られ、人にやさしい村

住宅・住環境の整った村

農業の盛んな村

教育環境の整った村

道路、公園、下水道など都市基盤の整った村

文化・スポーツ活動の盛んな村

商工業の盛んな村

住民同士の交流が活発な村

ボランティア活動・地域活動の盛んな村

自分の土地や家がある

自然環境がよい

この土地への愛着がある

長年住み慣れている

親兄弟や親戚が近くにいる

子育ての環境が整っている

近隣関係がよい

働く揚所、家業がある

日常生活が、便利である

交通が便利である

福祉が充実している
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将来発展の可能性がある
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将来像

分野別目標

　現在の魅力を最大限に活かしつつ、住民の快適な居住環境を創造することを基本的な方向性と定
め、子どもからお年寄りまで安全に安心して暮らせることができ、若い力のあふれるにぎわいのある
村を目指し、心地よく健やかに暮らせる村づくりを進めます。
　村づくりでは、「住民が主役」と位置づけ、住民個人が「自分たちのまちは、自分たちでつくる」
という意識を持って主体的に取り組む“自助”、行政等の公的機関が主体的に取り組む“公助”、地域
住民がお互いに助け合って取り組む“共助”という考え方に則り、役割分担を明確化し、村の将来像
を実現するための目標および施策を達成していきます。
　また、子どもにも高齢者にも役割がある地域をつくり、子育てや高齢者をサポートしていく村内３世
代の実現を目指すとともに、村内に住む住民一人ひとりが村の将来を考え、手を取り、支え合い、暮
らしやすい村づくりを進められるよう、本村を「鳴沢村家」とした大家族と捉え、家族全員が元気で
幸せであり続けるために、住民、事業者、地域、団体、議会、行政など、本村に関わるすべてが協働し、
それぞれの立場で推進していきます。

心地よく健やかに暮らせるために
みんなでつくる鳴沢村

基 本 構 想

身近な自然を守り安心安全に暮らせる村づくり 【自然環境分野】1

6

5

4

3

2 鳴沢村らしさが光るにぎわいのある村づくり 【産業分野】

子どもからお年寄りまでみんなが活き活きと笑顔で暮らせる村づくり 【福祉保健分野】

自ら学び自ら参加する鳴沢文化が息づく村づくり 【教育分野】

みんなが語り合い参加する村づくり 【住民参画分野】

計画性のある行財政管理 【行財政分野】



－ 6 －

1 自然環境の保全
●自然環境保全の意識啓発                ●森林環境の保全
●温暖化防止への取り組み                ●自然エネルギーの導入の検討

3 計画的な土地利用の推進
●農業振興地域整備計画の策定・推進 ●土地利用諸法の適切な運用
●土地利用の適正な規制と誘導 ●産業用地の整備と活用

2 景観整備の推進
●景観に対する住民意識の向上           ●富士山ビューポイントの整備
●東海自然歩道の整備           ●集落景観の形成
●景観リーダーの育成 《新規》

4 居住空間の整備4 居住空間の整備
●道路の維持補修と改良　　                  ●木造住宅耐震化の推進
●村有地等の有効活用に関する調査・検討 《新規》
●情報通信インフラの維持・管理 《新規》

5 公園整備の推進
●公園の維持管理
●鳴沢村活き活き広場の利用促進
●鳴沢村活き活き広場の管理

6 水道水の安定供給の推進
●安全な水道水の供給                    
●水の効率的利用
●災害への備え                    
●配水管の整備
●地下水の総合管理

　さらに住みやすく、質の高い生活を実現するため、地域の歴史や文化、景観や自然環境などの
貴重な地域資源や地域特性を活かした村を目指します。
　安心・安全で快適に暮らすことができる環境整備を図るなど、住む人にやさしく、訪れる人にや
さしく、地球にもやさしい“ふるさと”であり続けられる村を目指します。

第1章 身近な自然を守り安心安全に暮らせる村づくり
【自然環境分野】

基 本 計 画
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7 生活排水処理対策の充実
●合併処理浄化槽の普及　                      　 ●合併処理浄化槽維持・管理の充実

9 環境衛生の充実
●廃棄物適正処理の監視と通報　 ●地域の環境美化の推進　 ●処理施設の維持管理

8 ごみ処理対策の充実
●分別収集の徹底                           　●ごみステーションの利用マナーの啓発
●ごみの減量化対策                          　 ●事業系ごみ対策

11 消防・救急体制の整備
●防火意識の高揚　     ●消防団の強化　   　●消防施設の維持管理

12 交通安全の推進
●交通安全施設の整備（交通事故危険地点の調査・整備）
●交通安全教育の推進　                          　●交通安全指導体制の強化

13 犯罪防止の推進
●富士吉田警察署と連携した防犯対策の強化    ●防犯灯の整備促進
●地域安全活動の推進                                ●防犯意識の高揚

14 消費者支援の充実
●消費者相談や消費者への情報提供体制の充実●消費者教育の推進
●消費者団体の育成・支援

15 道路交通の充実
●広域ネットワーク道路の整備　　　　　　　　●村道の計画的な整備
●道路環境の整備　　　　　　　　　　　　  ●雨水・排水対策の充実
●バス路線の維持及び新たな公共交通の検討   ●国道139号鳴沢地内の整備促進

10 防災・危機管理体制の整備
●富士山火山防災対策《新規》 　
●地域防災計画、国民保護計画の改正及び推進
●迅速な情報伝達、情報伝達手段の拡充 　
●自主防災組織の構築・育成
●防災施設の整備・充実 　
●防災意識の高揚
●土砂災害特別警戒区域への開発規制 　
●避難行動要支援者支援体制の整備
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1 農業の振興
●農地の保全と活用      ●農業者支援
●農業生産の安定      ●環境保全型農業の推進
●農産物加工の促進      ●農業と観光との連携  《新規》
●農業体験の推進      ●地産地消の推進
●中山間地域総合整備事業の推進      ●農道の維持管理

3 工業の振興
●企業誘致の推進　                            ●交流と連携の推進

2 林業の振興
●林道の維持管理            ●森林施業の推進
●林業労働者・後継者の育成            ●森林の総合利用の推進
●間伐材等の利用推進 《新規》

4 商業の振興
●商工会による指導活動等の支援　         ●融資制度活用の促進
●販売と広報活動の推進

5 観光業の振興
●観光地の整備                     
●「なるさわクリエーションパーク」施設の有効活用
●モデルコースの活用                     
●エコツーリズムの拡大
●特産品の開発支援                     
●観光案内の充実
●もてなす心づくり                     
●住民主導の観光振興
●観光情報発信機能の強化 《新規》

6 就業機会・勤労者福祉の充実
●就業の機会の充実                      ●人材育成制度の活用
●指導体制の充実                      ●企業誘致等による雇用の創出 《新規》
●創業・起業の支援

第2章 鳴沢村らしさが光るにぎわいのある村づくり
【産業分野】

　地域経済の活性化を図るなど、日々の営みから活力を生み、人が集い、新たな魅力を創造しな
がら未来へ進む村を目指します。
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1 健康づくりの推進
●健康増進と健康づくりの意識高揚　        
●感染症対策　     ●精神保健福祉の推進
●地区組織の育成　●専門職員の資質向上
●地域包括ケアシステムの構築  《新規》
●いきやりの湯の活用及び維持・管理　     
●健診等の充実

2 医療サービスの充実
●医療費助成の充実                              ●少子化支援に向けた取り組み  《新規》
●開業医の誘致に向けた取り組み  《新規》  ●医療機関・救急医療体制の充実
●災害時医療体制の確保

3 地域福祉の推進
●福祉意識の啓発           ●社会福祉協議会との連携
●地域福祉計画の見直し・推進           ●住民による地域福祉活動の推進

4 国民健康保険制度の推進
●国民健康保険制度の健全運営　            ●特定健康診査等実施計画の見直し・推進
●データヘルス計画の推進  《新規》

5 介護保険制度の充実
●介護保険制度の推進　                        ●地域包括支援センター機能の充実

6 後期高齢者医療制度の推進
●後期高齢者医療制度の推進
●データヘルス計画（山梨県後期高齢者広域連合策定）の推進  《新規》

7 国民年金制度の推進
●国民年金制度の推進

8 生活の安定
●生活相談の充実　　　　　　　　　　　 ●援護の充実

第3章 子どもからお年寄りまでみんなが活き活きと笑顔で暮らせる村づくり
【福祉保健分野】

　子育て支援や高齢者福祉などの充実を図るなど、住民一人ひとりが、住みなれた地域で幸せに
活き活きと笑顔で暮らし続けられる村を目指します。
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1 学校教育の充実
●思いやりの心の育成 　　　　　　　●福祉教育・環境教育等の充実
●国際理解教育の推進 　　　　　　　●情報活用能力の育成
●健康教育の充実 　　　　　　　●特別支援教育の実施
●学校施設の整備 　　　　　　　●教職員研修の充実
●開かれた学校づくり 　　　　　　　●安全・安心な学校づくり

2 青少年の健全育成の推進
●相談活動の推進　 　　　　　　　　　　
●青少年活動の充実
●青少年関係団体の連携強化

3 文化活動の推進
●学級・講座の充実 　　　●文化協会の強化　　
●講師やリーダーの発掘・養成 　　　●文化情報の提供
●芸術文化活動の発表機会の充実 　　　●人材育成

9 子育て支援の充実
●子育て世代包括支援センター設置と運営の推進 《新規》
●要保護児童対策 　　　
●経済的負担の軽減
●地域ぐるみの育成活動の推進 　　　
●放課後児童クラブの充実 《新規》
●保育所の充実 　　　
●早期療育支援体制の整備
●保護者に向けた親力向上の取り組み 《新規》
●3世代同居の推進・支援 《新規》

11 障害福祉の推進
●障害者自立支援体制の整備・推進 　　●就労機会の拡大
●交流活動の推進 　　●障害のある人に対する医療費助成の充実

10 高齢者福祉の推進
●高齢者福祉計画の見直し・推進 　　　●介護予防・生活支援サービスの推進
●高齢者の安全対策 　　　●ボランティアの養成

第4章 自ら学び自ら参加する鳴沢文化が息づく村づくり
【教育分野】

　住民一人ひとりが、喜びと誇りをもって豊かな人生を送ることができる村を目指します。



－ 11 －

4 文化財の保護と活用
●文化財の保護　　　　　　　　　　　　　●文化財保存体制の充実
●無形文化財の継承・育成　　　　　　　　●郷土学習の充実

5 生涯学習の推進
●学習機会の充実　　　　　　　　　　　　●学習場所の提供
●図書館機能の充実　　　　　　　　　　　●学習情報の提供

6 スポーツ・レクリエーションの推進
●指導者の育成と確保　　　　　　　　　　
●体育協会の組織強化とスポーツ少年団の育成
●各種スポーツ大会・教室・イベントの充実
●スポーツ施設の有効活用及び管理運営の改善

第5章 みんなが語り合い参加する村づくり
【住民参画分野】

　住民一人ひとりが主体となり、住民が“ふるさと”に対する誇りと愛着を持ち、人や企業を引き
つける魅力あふれる村を目指します。

1 住民参加の推進
●コミュニティイベントの充実          　　
●広報誌の充実
●広報活動の充実          　　
●参加機会の拡充
●広聴機会の充実          　　
●主体的な村づくり活動の促進
●活動リーダーの育成           　　
●情報公開の促進

2 男女共同参画の推進
●男女平等観に立った教育の推進         　　●相談体制の強化
●審議会、委員会等への女性の登用     　　●男女共同参画を実現するための環境づくり
●男女共同参画行動計画の策定・推進
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発　　 行 ： 平成29年3月
企画・編集 ： 鳴沢村役場 企画課
　　　　　 〒401－0398
　　　　　 山梨県南都留郡鳴沢村1575
　　　　　TEL ： 0555－85－2311 
　　　　　 FAX ： 0555－85－2461
　　　　　 e-mail：kikaku@vill.narusawa.lg.jp

鳴沢村第5次長期総合計画

1 効率的な行政運営の推進
●組織機構の整備による事務事業の効率化 ●人材育成の推進 ●民間委託の推進
●行政評価導入に向けた調査・研究 ●住民サービスの向上
●電子自治体の構築と適正な情報管理 ●公共施設等の整備

2 健全な財政運営の推進
●財政計画の確立　 　　　　　　　　　　　●効率的かつ効果的な財政運営
●事業、施設のマネージメント《新規》
●村税収入の確保と徴収率向上に向けた取り組みの推進

3 広域連携の推進
●広域行政推進の効率化　 　　　　　　　　●広域行政サービスの充実　 
●斎場の維持管理　　　　　　　　　　　　　●広域連携による情報発信機能の強化《新規》

　行政需要に見合った財源の確保を図るとともに、限られた財源と人員を有効に活用し、最小の
経費で最大の効果をあげることが求められます。持続可能な村づくりを進め、子や孫の世代に引
き継がれる村を目指します。

第6章 計画性のある行財政管理
【行財政分野】
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